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A designer’s social existence form is divided into in-house and free-lance roughly. Though the former is
about 60% with the whole country base, the latter’s ratio is high in the local bloc. It is necessary to consider the
state of in-house designers which are potential industry resources, in order to enhance the impact of design in
the local industry.I carried out the survey about designers in enterprises in Shizuoka Prefecture recently.
Some designers are employed in about 10% of the enterprises, on the average, 1 company 2-3 people. Unlike
major enterprise, a design section also has much work of product planning and sales promotion. The exist-
ence of an in-house designer makes the outside designer use become active. There are many U-turns and I-
turns, and there are many cases that it has more human networks than the people of other types of job. It may













































区分＼年 1990年 1995年 2000年
デザイナー総数 156,855（100.0%）151,924（100.0%）171,700（100.0%）
フリーランス 62,181（ 39.6%） 63,447（ 41.8%） －
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インダストリアルデザイン 39（   6.2%）
パッケージデザイン 21（   3.3%）
フラワーデザイン 20（   3.2%）
クラフトデザイン 6（   1.0%）
テキスタイルデザイン 5（   0.8%）
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質問内容 回答項目 デザイン積極企業 中堅中小製造業
主要受注先 親メーカー＆関連 9（26.5%） 41.8%
ユーザー企業 11（32.4%） 26.1%
商社・問屋等 12（35.3%） 24.5%
その他 3（ 8.8%） 4.7%
取引最大企業比率 30％未満 21（61.8%） 47.1%
30～60％ 6（17.6%） 24.2%
60～90％ 2（ 5.9%） 16.5%
90％以上 4（11.8%） 9.3%
企業方向性 市場高感度型 6（17.6%）③ 15.2%
技術高感度型 8（23.5%）① 37.2%①
小ロット型 3（ 8.8%） 17.7%②
独自性追求型 8（23.5%）① 17.1%③
マーケティング型 6（17.6%）③ 4.7%
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じ、県内企業（中堅中小製造業）では1割近
く（8.7％）と推計されたところである。
　一方で、過去10年余に取り組まれてきた
デザイン振興の性格から、結果的にインハウ
スデザインの実態把握が等閑にされてきた経
緯もある。地場産業ないし地域中小企業への
デザイン導入に主眼が置かれ、単純化すると
フリーランスのデザイナーとデザイン未利用
企業のマッチングが主要関心事となり、（もち
ろん地域産業活性化において重要な一つの課
題領域ではあるが、）既デザイン導入企業は視
角の外に置かれてきた。
　しかしながら、その結果についてはどうだ
ろうか。成果について芳しい声を聞くことが
少ないように思えてならない。地方圏におい
ては、デザインの存在形態のマジョリティは
インハウスデザインにあると言っていい。そ
の存在を、ないしその活用を視野に入れてこ
なかったことが、そのような状況に少なから
ず結び付いていると考えてよいのではないだ
ろうか。
　今回調査は、まずは静岡県内におけるイン
ハウスデザイナーの一端に触れることをね
らって実施したものであり、その成果につい
ては限定的にならざるを得ないが、総合性、流
動性、ネットワークなどの特性が調査結果か
らは浮かび上がってきた。そのようなインハ
ウスデザイナーには、閉塞感漂う地域産業に
何らかの突破口を開いていく潜在力が秘めら
れているように思えてくる。ここでの検討も
踏まえつつ、引き続き県内のインハウスデザ
イナーの実状の把握に努めつつ、フリーラン
スデザインだけでなく、インハウスデザイン
の存在・活用も視野に入れた、ないし一つの
柱に据えた、地域のデザイン振興の新展開に
向けての研究を進める予定である。
　なお、本研究は静岡文化芸術大学平成14
年度デザイン学部長特別研究の助成を得て実
施したものである。また、この研究の実施に
あたっては、静岡県デザイン振興企画調整会
議および財団法人しずおか産業創造機構の関
係の方々には、資料面等でご助力いただいた。
この場を借りてお礼を申し上げたい。
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